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ェルから構成されていることが知られている。私は小角散乱測定結果の解析によりコア半径 0.38 -0.40 

































挙動が主にどの部分の構造花由来するかを明らかiとする目的で，国体から液体に亘る弾性定数 (C II ) 
の温度変化を亜鉛塩，ナトリウム塩，および比較のために同程度の結晶化度を有する低密度ポリエチレ
ンについてブリルアン散乱法で測定し，同時に，各領域での構造の温度依存性を赤外・ラマン分光で解
析して両者を比較検討した。その結果，イオノマーの弾性率が高温まで保持されるのは部分的トランス
連鎖横造をとる中間相がイオン基の存在によって熱的に安定化されるためと結論した。乙のことはモデ
ル長鎖化合物の相転移の研究からも支持された。
以上のように，石岡君の研究は乙れまで未知であったイオノマーの構造と力学的性質との相関を明らか
にすると共~L，複雑な多相系の構造研究に指針を与えたもので，理学博士の論文として十分価値あるもの
と認める。
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